（別紙３）
平成　　年　　月　　日
桜川市長　　　　殿
　　　　　　　　　　　
申　　　　　立　　　　書
１．市営住宅の申込みにあたり、申込者　　　　　　　　　及び同居者
　が暴力団員でないことを申し立てます。
　　なお、この申し立てに虚偽の内容がある場合は入居申込みを取消されても異議を申し立てません。
２．市営住宅へ入居後に下記の事由が発生した場合は、市営住宅を明け渡すことについて承知しました。
　（１）１の申し立て内容が虚偽である場合
　（２）市営住宅入居後に世帯のいずれかの者が暴力団員になった場合
　（３）市営住宅に暴力団員を出入りさせた場合
（４）市営住宅に暴力団員を同居させた場合
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